


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































臼26） 尾崎 麹1ミ・u、　き当ミ　治セ　 三三
；籍42．ミ 農家別に．みた採点調査の得点（1961年7月）
湯
日 季L∠1二，　乙｝二奮・，　ド日『属」斐召‖の彗蓬f｛1藷］ノミ∫さき 乎し乙輻，乙｝二舎，F｛寸』養き設？i春の餐了翌塁とZ↑ス季Lの取］2乏
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（注）①乳牛を2頑以上，乳午房を2房以上もっ農家については，もつとも悪いものを対象にし
　　　た。②翼雷の不潔，とくに器具が汚染している揚合には全得点よりさら｝こ減点し，また，
　　　月］ゐ（のア窪∂寅な｝写婆ヒあるレ、｝まイ云翼ミ・目三の、患ノ＼蓄ξカ；し、た》易・合をこ｝ま0，ξミとするo　③Z尋」お、苓くとぐまユξ主磐
　　　点（項目下のカソコ内）に対する百分亭で万ミしたものD④落等乳発生割合は全生産∫1に対
　　　するもの。1960年8月～1961年7月の1力年間の資料で，一は資料のないもの（大山酪連
　　　調べ）。
ぎ～ξ〉ウく，　二言㌃し喜ボこ二7．パテ／し∨ぐ手・をiうiζう葺　ぷ1㌻9：ブ㌻カ・2戸で『
手を］式くタオノレも不ぷである。3、言乳帽やマスクをっける
入も非常に少ない。乳房の水洗はよく行なわれている
カて，　苫㌻て蒙［込ミ））篭・の蕩ミニ義三カミξまと／ζ＿と’了．了え貢9づ身〕．てし、なし、。
　b）　多葵ζ：｝‥ξ灘｛こみた莚父亨穿c7）度ξヤ　 1陪弦苔…還呈家炎父7シて少るミし、た
め平均値の比較をすることζこは無理があるが，結果は第
講
触蓼
召∫一三醸からみた乳牛舎および附1・ら没備改善の実態 （］2ア）
4表，および第4図のようになつた。国信が52．7点でも
　　　　　　　　（戸）
集測匡誘
乳輸育／；　菖｛11
頭蜘り｛㍍題；
欝ゐ目竃i
塁鵜罵蹴
藷鋼i竃鑓
華嶽｛竃1i
0
平均得点20 40 60（点）
1
．4 ：58．
i52．．⊂
i52・
声一Foo．
P§7，
1 09．
‘　「 i56．
v
・一［FOo・
i57．
：57．
之　　　一
@　　　　　歌
i56．〔　一
，獣）、
’55，
；蕊・155．
56．
1 ．や戸
；ミ）o．
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60（点）
　　第4図経営状態による採点毒艦：の得点昆較
つとも低く，ついで上野の58．1点，店王のδ8．7点とな
つている。その内容をみると，乳牛ならび1ごp舎・設B｛ii
の整縮状態はほ1諮iiにで，それらのぶ児や取鉄いの方法
によつて得点の差が生じている。改善の遷れている顯信
集落は，護査鯵が丁度タバコの仁．；ミ時鶏と重なつたこと
や水の便が悪いことなどが，管灘不行きとどきの原囚に
なつたものと思われる。
　いずれにしても集ぼの差は，それを清成する｛詞々の農
家の性2品こよつて大きく左右されるものであるから，つ
ぎにいくつかの要素をとりあげてさらに突込んで検討し
てみる。
　c）緩家の盛鋤こみた改の庭㌃①乳・襯龍ば
との関係：午舎や設備の改こ：が，飼育ぼゑの多い農家ぽ
ど盛んなことはさきにものべたとおりである。採ふの結
果でも第4図に示すとおりこの恒向がはつきりあらわれ
ており，飼畜頭数をふやすことが乳葵改ぷの1つのカギ
となつていることが分る。
　◎ぶ産収入のウエイトとの関係：剖罰呉※と農産じプの
販売全収入に占める畜産似入（乳牛の他には小数のぶ
た，めん羊，にわとりがいるだけである）のウエイトと
は必ずしも一弦しないから，畜主収入だけをとりあげた
弓合にははっきりした関係は認められない。しかし，飼
育顯数が多くて畜窪こ数入のウエイトが高い農家では，朗
らかに改蕗の選んでいることが分る。
　③乳牛飼育経験年絞との肉係：経濠年砥の多い農家ほ
0 20 40
ど改苔が遅れている。これらの農家は乳牛飼汀の技術を
一応全部身につけてはいるものの，乳質改菩のための新
しい鼓術や設備をとり入れようとする積極性に欠けてい
るためと思われる。20年以上にもなる農家では，牛舎や
設備仁i替が老朽化しているにもかかわらず，これらの改
善が新しい飼育ふ家にくらべてとくに遅れていることも
分る。乳牛導入の比較約新しい因信で，コンクリート床
への改善が遊んでいるのもこのためであろう。
　④中心1こなつて乳牛管理をしている人の年令との関係
：とくiこ若い管五ヨを除くと，これは経営主の年令とほ
ぼ一致したものである。改3の進んでいるのは35～49オ
の紅理者が中心になつている農子で，このような農家で
は飼冒ぷ数も多いし，施設・設備の改善の動きも盛んで
ある。より高い援術と口営約手醜のあらわれともいうべ
きであろう。50才以上になると，前述のように飼育経験
が長い農家で，施設’設備面の改善が遅れているし，34
才以下の農家では，管理や搾乳力法の不行きとどきが目
だつてくる。
　⑤紅営若旭規模と農業労力との関係：経営規模と農ぷ
労力を単独にとりあげた場合には畷らかな傾向は認めら
れないが，農業労力1人あたりの経営耕地規模との関係
で示すと，第4図のとおり概略の閃係がでてくる。すな
わち，この規模が大きいこことは一応労力のコミ裕が少な
い農家という考え方にたてば，規漠の大きいほど貧理や
取扱いの反績が下がつてくるものとみてよい。酪農家に
おける婦入労勧の果す役割も大きいので（2θ），労力の質
的な差とか作業の便否なども考えあわせて今後の研究が
必葵である。
V．おわりに
　鳥ぶ県の酪農先遜陸与｝こおける詞査であつたが，パ舎
をはじめとする諮農施設パ∠蒲ならζ｝ミにそれらの輻理方
法には，衛生的に改蕃の余丘が膓i三鴬に多いことが分つ
た。近年，牛舎や設鋪改嘗の動きはかなり活発であるが，
午乳込理のための庭没や、i受ぽぶきわめて不完全だし，同
時に詫孔方法や㌢属ほ衰の牛乳↓〆扱いにも間題とするとこ
ろが多い。
　先達地であることや，処理工場の近いことがかえつて
安易な牛㌔生産をさせていると思われるし，労力不足を
訴えながらタバコの生庄に追われて，夏季の乳牛宕理が
十分に行なわれていないことなど，他の生産部門の影響
もみのがせない。いずれにしても，飼育頭藪をふやすこ
とが，この1司題を解決するための兎妻なカギと考えられ
るので，この線に沿つて，議営基謎を固めるとともに（わ
（イ28）
ガ日のぷ農は双数拡ヅくかそのまま経▽規模拡大の恨障要
則となつているので，これはきわめてむずかしい同題で
ある），酪農施ぼや誌厨のLi矯の㌔JXや牛乳の取扱い1・．
対する認議を，より一L茜∫ある努力がなされなければな
ら乙い。み諏県下の茄11酷農地ぼの経営を調べた農業・：二
産調査会（9）や，原お乳汚染のぶ態調査を行なった北海道
孔質改パ～ブ亮会（21）でも，飼育塚境望縮の問題点として
この点を強く指摘している。酪農家n身も，他人にとや
かくいわれるまでもなく，そぶが～i：浮LL圧者の責務であ
るという心構んをもちたいものである。
　なお，採ふご］」三走に月］いた項目ならびに採点戊、ζ準にぱ，
改，、∫すべき点力夕いことを、請ぶしているので，将未農家
の人ガ鱒工；二に白分でジ点できるものを考えてみたいと思
つている。また紙数の関係で割愛した調五山］のあるこ
とも｛揺己しておく。
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Summa貧y
　　In　1957　and　1961，　d〕e　authors　investi↓ζated　actua夏　conditions　of　the　san三tary　lInprove1ココent　三n　da｝ry
bams　and　their　equipment　belongillg　to　24　dairy　farms　at　Tokorogo，Daisen，　Tottori，　hエxown　for　its
progress　in　dairy　farm…ng．　　　　　　　　　　　　　　　　シ
　　In　recent　yearS，dairy　barns　an（1　the三r　equiqment　in　these　da三ry　faアms　are　pretty　well　irエ】proving，
but　it　leaves　much　room　for　in1Pyovement　i財1：e　mi砥ro◎m，methcd・f　mllki慕g　a・迫handl三ng　of　m三lk．
　　Factors　affecting　the　saぬa・y　imp壬o・ement三n　da元工y　baエns，　their　eqnipment　and　method　are　as
fo1］OWS：
　（1）Breedilコg　number・f　dairアc・ws　pe主dairy　farln、　It　is　the　m。st　important　fac加r、
　（2戊Weight　of　income　fronl　dairy　products．
　（3）Number　o董yeaτs　breed垣g　the　dairy　cows．
　（4）Age◎f　dairman　mainly　breeding　the　dairy　cows，
　◎Cultivted　Iie］d　per　worker　mainly　engaging　in　farming．
ト
